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一人ロの動き一
　　4月1日現在’

男　　5，9τ6人
女　　6，189人
計12，105人
世帯数　2，593世帯

一
中村壮吉＞

1部5円
＜町長

定価
川　西　町
白南風社

発行者
印刷所

発行所’川西町役場
編集人　星名四郎

しあわせそうな子どもたちが、お
　　（千手保育園　4月7日）

　＊美　　±＋苔育言百囹
瞼　日日　辺緑四
講1護蓋議董董璽馨藷月

醗叢蚕議婁議嚢紹

鉾鞍　　　翻事
、　菱七　　　　　　　日
　　×時

　　　　　　　　　　　　　　　　　保育所の子ら
春が訪れ、新らしい1年生もはいり、千手の公園は桜のっぼみもふくらみ、
かあさんに手をとられて歩いている姿はなんともいえない。
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＋
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県
議
選
投
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上
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婦
人
会
総
会

家
庭
の
日

橘
婦
人
会
総
会

町
運
転
者
講
習
会
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ま
る

先
生
歓
送
迎
会

米
百
万
ト
ン
達
成
運
動
説
明

会
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農
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部
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稲
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技
術
講
演
会
（
一
般
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天
皇
誕
生
日
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＊
国
民
金
融
公
庫
資
金
　
　
　
岩
瀬
・
大
倉

　
　
　
の
取
り
扱
い
変
更
　
　
　
犯
罪
や
事
故
の
な
い
、
明
る
く
住
み

　
四
月
か
ら
事
務
の
取
り
扱
い
が
次
の
　
よ
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
た
い
の
で
、

よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
　
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ま
す
．
　
　
　
　
・
　
　
　
　
＊
川
西
支
部
運
転
者
講
習
会

　
申
込
　
役
場
産
業
課
商
工
係
　
　
　
　
　
四
月
十
六
日
（
日
）
午
後
一
時
、
千

　
　
　
川
西
町
商
工
会
　
　
　
　
　
手
小
学
校
図
書
室
。
同
日
午
前
＋
時
支

　
　
　
県
信
用
組
合
千
手
支
店
　
　
　
部
役
員
会
（
班
長
委
員
）
、
白
倉
班
、

　
調
査
　
県
信
用
組
合
千
手
支
店
　
　
　
仙
田
班
は
代
表
者
出
席
。

　
償
還
　
県
信
用
組
合
千
手
支
店
　
　
　
　
四
月
十
七
日
（
月
）
午
後
七
時
、
上

・
駐
在
所
か
ら

　
こ
れ
ま
で
駐
在
所
勤
務
員
が

一
名
欠
員
と
な
っ
て
い
た
が
、

津
南
派
出
所
か
ら
安
川
巡
査
が

着
任
し
た
の
で
、
受
け
持
ち
区

域
を
次
の
よ
う
に
し
ま
し
た
。

◎
川
西
駐
在
所
（
小
山
部
長
）

　
上
新
井
・
山
野
田
・
東
善
寺

水
口
沢

◎
川
西
駐
在
所
（
安
川
巡
査
）

　
鶴
吉
・
坪
山
・
霜
条
・
友
重
・
伊
勢

平
治
・
沖
立
・
高
原
田
・
中
屋
敷
・
上

野
・
下
平
新
田
・
星
名
新
田

◎
仁
田
駐
在
所
（
竹
村
巡
査
）

　
仁
田
・
木
落
・
寺
ケ
崎
・
大
白
倉
・

小
白
倉
・
野
口
・
新
町
新
田
・
三
領
・

小
根
岸
・
田
代

◎
仙
田
駐
在
所
（
斉
藤
巡
査
）

　
中
仙
田
・
室
島
・
小
脇
・
高
倉
・
霧

谷
・
藤
沢
・
田
戸
・
越
ケ
沢
・
赤
谷
・

野
支
所
。

　
四
月
十
八
日
（
火
）
午
後
七
．

時
、
北
田
保
育
所
。

　
注
①
受
講
会
員
に
は
交
通
法

令
早
わ
か
り
小
冊
子
を
進
呈
し

ま
す
。
ま
た
、
検
査
も
行
な
い

ま
す
か
ら
、
免
許
証
、
会
員
証

を
必
ず
持
参
し
て
提
示
の
こ
と

　
②
役
員
会
の
出
欠
は
班
長
を

通
じ
て
支
部
長
ま
で
お
知
ら
せ
ね
が
い

ま
す
。

　
白
倉
班
と
仙
田
班
は
五
月
施
行
予
定

・
成
人
式
の
お
知
ら
せ

　
五
月
三
日
午
前
十
時
か
ら
川
西
中
学

校
体
育
舘
で
行
な
い
ま
す
。
こ
と
し
の

該
当
者
は
昭
和
班
年
4
月
2
日
～
昭
和

22
年
4
月
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た
か
た

が
た
。
細
部
の
計
画
を
立
案
中
で
す
が

成
人
式
に
か
ん
す
る
問
い
合
わ
せ
は
役

場
内
公
民
舘
係
へ
お
願
い
し
ま
す
。
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晋
町
議
会
報
告
量

　
　
助
役
に
田
口
氏
を
再
選

　
　
　
　
　
　
　
三
月
定
例
会
に
三
十
五
件
を
議
了

　
三
月
十
三
日
に
招
集
さ
れ
た
定
例
町
議
会
は
、
同
月
二
十
九
日
に
す
べ
て
の
案

件
を
議
了
し
て
、
予
定
ど
お
り
十
七
日
間
の
会
期
を
閉
じ
た
。

　
こ
の
会
期
中
に
審
議
に
付
さ
れ
た
案
件
は
、
最
も
重
点
と
さ
れ
て
い
た
新
年
度

一
般
・
特
別
会
計
予
算
四
件
の
ほ
か
四
十
一
年
度
補
正
予
算
三
件
、
条
例
制
定
ま

た
は
改
正
六
件
、
助
役
の
選
任
同
意
を
含
む
人
事
二
件
、
一
部
事
務
組
合
の
規
約

改
正
等
二
件
、
そ
の
他
二
件
及
ぴ
請
願
†
六
件
の
計
三
十
五
件
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
付
議
事
件
の
う
ち
、
国
保
施
設
勘
定
特
別
会
計
の
よ
う
に
診
療
所
の

経
営
内
容
を
め
ぐ
っ
て
活
発
な
論
争
の
あ
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
が
、
結
果
的
に
は

す
べ
て
が
原
案
ど
お
り
成
立
し
た
。
特
に
継
続
審
査
分
六
件
を
含
め
て
十
六
件
の

請
願
全
部
が
採
択
と
な
っ
た
こ
と
も
近
年
に
な
い
乙
と
で
あ
っ
た
。

【
審
議
経
過
の
概
要
】

各
委
員
会
に
付
託
（
‡
百
）

　
十
三
日
の
招
集
当
日
は
、
ま
ず
開
会

第
一
に
、
三
月
末
を
も
つ
て
任
期
満
了

と
な
る
田
口
助
役
を
再
ぴ
選
任
す
る
こ

と
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
議
案
が
上

程
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

次
い
で
起
債
関
係
の
専
決
処
分
報
告
を

承
認
し
、
つ
づ
い
て
桐
山
部
落
の
松
代

町
編
入
に
伴
い
、
桐
谷
小
中
学
校
関
係

の
一
部
事
務
組
合
か
ら
脱
退
す
る
件
を

可
決
、
次
に
予
算
の
前
提
と
な
る
各
種

委
員
、
消
防
団
員
、
国
保
運
営
協
議
会

委
員
の
報
酬
を
改
正
す
る
三
件
の
条
例

を
一
括
上
程
し
て
こ
れ
を
可
決
、
次
い

で
国
民
年
金
印
紙
購
買
基
金
関
係
の
条

例
改
正
案
を
上
程
可
決
し
た
の
ち
、
こ

の
定
例
会
の
本
命
と
も
い
う
べ
き
二
億

百
万
円
の
四
十
二
年
度
一
般
会
計
予
算

が
上
程
さ
れ
た
。

　
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
乙
と
し
は

審
議
の
方
法
を
若
干
変
更
し
、
例
年
行

な
っ
て
き
た
各
款
毎
の
所
管
課
長
の
説

明
を
省
略
し
て
、
町
長
の
提
案
理
由
の

説
明
の
の
ち
総
括
質
疑
を
行
な
い
、
直

ち
に
各
常
任
委
員
会
に
分
割
付
託
さ
れ

た
。
次
い
で
国
保
事
業
勘
定
、
同
施
設

勘
定
、
農
業
共
済
事
業
の
各
特
別
会
計

予
算
も
同
様
の
手
順
で
そ
れ
ぞ
れ
所
管

の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
最
後
に
新
規

十
件
の
請
願
は
、
一
括
し
て
上
程
、
説

明
を
省
略
し
て
各
所
管
の
委
員
会
に
付

託
し
、
こ
の
日
の
会
議
を
閉
じ
た
。
翌

十
四
日
か
ら
は
委
員
会
審
査
並
ぴ
に
議

案
整
備
の
た
め
休
会
に
は
い
る
こ
と
と

な
っ
た
。
委
員
会
審
査

　
　
　
　
　
　
　
（
＋
四
～
二
士
百
）

　
十
四
日
か
ら
十
九
日
ま
で
は
、
総
文

　
・
土
厚
・
産
経
の
順
序
で
各
二
日
ず
つ

委
員
会
を
招
集
し
て
、
付
託
さ
れ
た
議

案
・
請
願
等
の
審
査
が
行
な
わ
れ
た
。

乙
れ
ら
の
委
員
会
審
査
は
お
お
む
ね
予

定
ど
お
り
進
行
し
た
が
、
十
六
、
十
七

の
両
日
開
か
れ
た
土
木
厚
生
委
員
会
だ

け
は
、
診
療
所
の
赤
字
問
題
に
つ
い
て

の
対
策
を
め
ぐ
っ
て
論
議
が
白
熱
し
、

す
っ
き
り
し
た
結
論
を
得
ら
れ
ず
、
二

十
二
日
に
審
査
を
持
ち
越
す
と
い
う
場

面
が
あ
っ
た
。

　
な
お
、
診
療
所
問
題
も
含
め
て
他
の

常
任
委
員
会
の
審
査
の
状
況
を
報
告
し

て
意
見
を
交
換
す
る
た
め
、
二
十
二
日

の
午
後
か
ら
全
員
協
議
会
を
開
い
て
、

一
種
の
中
間
報
告
の
会
議
を
持
っ
た
の

も
例
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

再
開
本
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
八
、
九
日
）

　
－
、
休
会
明
け
の
本
会
議
は
、
二
十
八
日

の
最
初
に
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

の
委
員
選
任
に
同
意
を
求
め
る
件
が
上

程
承
認
さ
れ
、
つ
づ
い
て
各
委
員
会
の

審
査
結
果
報
告
が
行
な
わ
れ
た
。

　
ま
ず
、
十
六
件
の
請
願
に
つ
い
て
総

文
・
産
経
・
土
厚
の
順
に
報
告
が
あ
り

質
疑
、
討
論
を
経
て
そ
れ
ぞ
れ
採
択
さ

れ
た
。
次
い
で
新
年
度
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て
各
委
員
長
か
ら
報
告
か
あ
り

そ
の
結
果
に
つ
い
て
質
疑
、
討
論
が
行

・
な
わ
れ
た
。
討
論
に
お
い
て
は
田
中
議

員
か
ら
十
五
項
目
に
わ
た
る
要
望
意
見

が
述
べ
ら
れ
た
が
、
採
決
の
結
果
起
立

全
員
で
原
案
ど
お
り
可
決
成
立
し
た
。

時
に
延
長
時
刻
は
午
後
五
時
四
十
六
分

こ
の
日
は
こ
れ
で
審
議
を
打
ち
切
り
、

延
会
し
た
。

　
翌
二
十
九
日
は
、
新
年
度
特
別
会
計

三
件
に
つ
い
て
前
日
に
引
き
つ
づ
き
常

任
委
員
長
の
審
査
結
果
報
告
が
行
な
わ

れ
た
。
ま
ず
、
国
保
事
業
勘
定
、
同
施

設
勘
定
に
つ
い
て
は
土
木
厚
生
委
員
長

か
ら
、
ま
た
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て
は
産
業
経
済
委
員
長
か

ら
報
告
が
行
な
わ
れ
、
審
議
の
結
果
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。
た

だ
し
、
当
初
か
ら
問
題
と
な
っ
て
い
た

国
保
施
設
勘
定
特
別
会
計
に
つ
い
て
は

「
診
療
所
運
営
の
改
善
に
つ
い
て
速
か

に
具
体
的
対
策
を
講
ず
べ
き
」
旨
の
附

帯
決
議
を
附
し
て
承
認
さ
れ
る
と
い
う

結
果
と
な
っ
た
。

　
次
い
で
、
農
業
共
済
条
例
の
全
文
改

正
と
稲
作
改
善
対
策
基
金
の
設
置
条
例

が
順
次
上
程
可
決
さ
れ
、
つ
づ
い
て
四

十
一
年
度
の
最
終
補
正
予
算
が
、
一
般

会
計
・
国
保
事
業
・
同
施
設
特
別
会
計

の
順
に
上
程
さ
れ
た
。
一
般
会
計
の
補

正
は
八
百
六
十
三
万
七
千
円
の
追
加
で

そ
の
累
計
は
二
億
三
千
百
八
十
万
八
千

円
と
な
っ
た
。
国
保
事
業
勘
定
は
、
四

十
七
万
四
千
円
の
へ
き
地
診
療
施
設
運

営
費
特
別
調
整
交
付
金
を
才
入
に
入
れ

て
、
こ
れ
を
才
出
か
ら
施
設
勘
定
へ
繰

り
出
す
た
め
の
ト
ン
ネ
ル
補
正
で
あ
り

施
設
勘
定
は
こ
れ
を
含
め
て
百
三
十
七

万
二
千
円
の
追
加
を
行
な
い
、
主
と
し

て
薬
品
購
入
に
あ
て
た
補
正
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

　
そ
の
他
、
千
手
発
電
所
放
水
路
に
か

か
っ
て
い
る
橋
を
国
鉄
か
ら
町
に
移
管

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
乙
れ
ら
の
橋
を

含
む
路
線
を
町
道
に
認
定
す
る
議
案
、

及
ぴ
消
防
団
員
等
公
償
組
合
の
規
約
改

正
等
に
関
す
る
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
可
決

し
て
全
部
の
日
程
を
終
了
し
た
。
閉
会

時
刻
は
午
後
四
時
四
十
分
。

固
定
資
産
評
に
江
。
氏

価
審
査
委
員

　
二
十
八
日
の
本
会
議
冒
頭
に
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
に
小
白

倉
の
江
口
初
太
郎
氏
（
六
六
）
を
選
任

す
る
た
め
の
同
意
を
求
め
る
案
が
提
出

さ
れ
、
満
場
異
議
な
く
乙
れ
に
同
意
し

た
。
こ
れ
は
、
桐
山
部
落
出
身
の
川
崎

清
栄
氏
が
こ
の
委
員
で
あ
っ
た
と
こ
ろ

四
月
一
日
に
桐
山
部
落
が
松
代
町
へ
編

入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
川
崎
氏
が
失

格
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
後
任

と
し
て
仙
田
地
区
か
ら
選
出
し
た
も
の

で
あ
る
。
任
期
三
年
。

な
く
な
る
田
代
部
落

　
　
　
　
　
　
　
　
請
願
十
六
件

　
こ
の
定
例
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
た

請
願
は
、
継
続
審
査
分
を
含
め
て
十
六

件
で
あ
る
が
、
こ
の
十
六
件
全
部
が
採

択
さ
れ
た
こ
と
は
別
項
記
載
の
と
お
り

で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
予
算
面
に

と
り
あ
げ
ら
れ
た
状
況
は
ど
う
か
と
い

う
と
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
採
択
と
い
う
結

果
と
は
う
ら
は
ら
に
新
年
度
予
算
に
計

上
さ
れ
た
も
の
は
皆
無
と
い
う
あ
り
さ

ま
で
、
わ
ず
か
に
四
十
一
年
度
補
正
に

　
　
　
　
を
採
択

南
原
通
学
道
路
拡
、
張
と
千
手
・
橘
土
地

改
良
区
の
赤
字
補
て
ん
に
各
五
万
ず
つ

の
補
助
が
計
上
さ
れ
た
の
み
。
あ
と
は

す
べ
て
六
月
以
降
と
予
想
さ
れ
て
い
る

補
正
を
待
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

　
請
願
の
う
ち
金
額
の
大
き
い
も
の
と

し
て
は
、
川
西
中
学
校
プ
ー
ル
建
設
の

一
千
九
百
万
円
、
千
手
観
音
堂
再
建
経

費
助
成
の
二
百
五
＋
万
円
、
仙
田
小
学

校
深
井
戸
掘
削
の
百
五
十
万
円
等
が
あ

る
。
ま
た
、
町
道
改
修
関
係
の
請
願
が

多
か
っ
た
乙
と
も
こ
と
し
の
特
徴
で
あ

る
。
特
に
部
落
内
の
道
路
を
拡
．
張
改
修

す
る
た
め
の
請
願
が
五
件
も
出
て
い
る

こ
と
は
単
な
る
偶
然
で
は
な
く
て
、
最

近
に
お
け
る
車
両
の
増
加
、
大
型
化
等

の
交
通
事
情
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え

よ
う
。

　
な
お
、
乙
れ
ま
で
に
例
の
な
い
ケ
ー

ス
と
し
て
は
、
田
代
部
落
全
戸
移
住
に

つ
い
て
の
助
成
請
願
が
あ
る
。
田
代
部

落
は
、
新
町
新
田
の
西
方
約
四
キ
ロ
、

南
沢
の
奥
に
位
置
す
る
わ
ず
か
七
戸
の

部
落
で
あ
る
が
、
こ
の
へ
き
地
で
は
経

済
的
発
展
の
余
地
も
な
く
、
冬
期
は
完

全
に
孤
立
状
態
で
一
切
の
社
会
的
恩
恵

か
ら
見
は
な
さ
れ
、
ヨ
メ
、
ム
コ
は
も

ち
ろ
ん
、
後
継
者
の
確
保
も
絶
望
的
だ

と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
た
ぴ
全
戸
上
野

地
区
へ
移
住
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の

事
情
が
事
情
だ
け
に
自
力
で
移
住
困
難

な
者
も
あ
る
の
で
、
町
の
援
助
を
願
い

た
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
総
文
委
員
会
の
報
告
に
も
「
現
代
に

お
け
る
へ
き
地
農
山
村
の
宿
命
を
象
徴

す
る
歴
史
的
事
件
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
が
、
全
戸
他
地
区
へ
移
住
し
て
一
つ

の
部
落
が
消
滅
す
る
の
は
、
川
西
町
発

足
以
来
こ
れ
が
は
じ
め
て
で
あ
る
。

　
　
　
※
　
　
※
　
　
※

各
種
委
員
の
改
正

　
　
　
　
報
　
　
酬
　
　
額

　
改
正
後
の
各
種
委
員
年
報
酬
は
次
の

と
お
り
。
監
査
委
員
（
知
識
経
験
者
）

二
万
二
千
円
教
育
委
員
長
、
農
委
会
長

監
査
委
員
（
議
会
）
一
万
七
千
円
教
育

委
員
、
農
業
委
員
一
万
二
千
円
選
管
委

員
長
六
千
円
同
委
員
五
千
円
民
生
委
員

推
薦
委
員
五
百
円
社
教
委
員
六
百
円
国

保
運
営
協
議
会
長
四
千
三
百
円
同
委
員

三
千
八
百
円
診
療
所
委
員
三
千
八
百
円
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晋
県
議
選
誓

　
　
　
投
票
日
は
四
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
違
反
の
な
い
選
挙
を

　
い
よ
い
よ
四
月
十
五
日
は
県
議
会
議
員
の
投
票
日
で
す
。

　
わ
た
く
し
た
ち
は
あ
と
数
日
で
、
む
乙
う
四
年
間
県
政
を
担
う
県
議
会
議
員
を

き
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
い
つ
も
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
選
挙
運
動
等
に
つ
い
て
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん

注
意
し
、
こ
ん
ど
こ
そ
一
人
の
違
反
者
も
な
い
、
明
る
く
正
し
い
選
挙
を
実
現
し

た
い
も
の
で
す
。

千
手
小
で

　
　
　
立
会
演
説
会

　
　
四
月
十
一
日
午
後
七
時

　
　
か
ら

　
今
回
か
ら
始
め
て
行
な
わ
れ
る
乙
と

に
な
っ
た
県
議
会
議
員
選
挙
の
立
会
演

説
会
は
、
中
魚
沼
郡
選
挙
区
で
は
四
月

十
一
日
か
ら
開
始
さ
れ
る
乙
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
最
初
に
千
手
小
学

校
屋
内
運
動
場
に
お
い
て
「
四
月
十
一

日
午
後
七
時
か
ら
」
行
な
わ
れ
る
乙
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
演
説
の
時
間
は
各
候
補
者
と
も
三
十

分
間
で
す
。

　
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
準
備
に
万

全
を
期
す
る
と
と
も
に
、
各
候
補
者
の

政
見
を
知
る
絶
好
の
機
会
と
し
て
町
民

多
数
の
来
場
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◎
投
票
の
で
き
る
人

　
満
二
十
才
以
上
の
日
本
国
民
は
す
べ

て
選
挙
権
は
も
っ
て
い
ま
す
が
、
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
投

票
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
選
挙
は
、
川
西
町
か
ら
県
外

へ
転
出
し
た
人
は
投
票
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
県
内
の
他
の
市
町

村
に
転
出
し
た
人
は
、
転
出
先
の
市
町

村
長
の
発
行
す
る
「
居
住
し
て
い
る
旨

の
証
明
書
」
を
持
参
し
た
者
に
限
り
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
川
西
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
者
で
、
県
内
の
他
の
市
町
村

の
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
に
つ
い

て
は
、
川
西
町
へ
転
入
す
る
前
の
住
所

地
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら

　
「
川
西
町
に
居
住
し
て
い
る
旨
の
証
明

一
書
藁
銚
馨
投

票
日
の
当
日
投
票
所
に
行
く
こ
と
の
で

き
な
い
人
は
早
目
に
不
在
者
投
票
を
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
投
票
の
時
間

　
投
票
の
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
、
午

後
六
時
ま
で
で
す
が
、
仙
田
地
区
に
つ

い
て
は
投
票
終
了
時
刻
を
一
時
間
～
二

時
間
繰
り
上
げ
ま
し
た
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
投
票
時
間
に
お
く
れ
る

と
投
票
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
普
段
着
の

ま
ま
で
結
構
で
す
か
ら
、
当
日
は
早
目

に
投
票
さ
れ
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う

◎
不
在
者
投
票

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
不
在
者
投
票
は
投
票
日
の
前
日
（
四
｝

月
十
四
日
）
ま
で
で
す
か
ら
、
や
む
を
、

得
な
い
用
務
や
事
故
で
、
川
西
町
の
区

域
外
へ
旅
行
ま
た
は
滞
在
予
定
の
人
、

ま
た
は
そ
の
こ
ろ
出
産
予
定
の
人
等
は

川
西
町
役
場
へ
出
頭
し
そ
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
代
理
投
票

　
身
体
の
故
障
が
あ
る
か
ま
た
は
文
盲

の
た
め
に
、
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏

名
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
投
票

管
理
者
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◎
無
効
投
票
を
な
く
し
よ
う

　
せ
っ
か
く
投
票
し
て
も
無
効
投
票
に

な
っ
て
は
無
意
味
で
す
。
候
補
者
の
氏

名
を
忘
れ
た
ら
投
票
所
内
に
候
補
者
の

氏
名
等
の
掲
示
が
し
て
あ
り
ま
す
か
ら

よ
く
確
か
め
て
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
自
分
の
名
前
を
書
い
た
り
、
余
計
な

こ
と
を
書
い
た
り
、
だ
れ
に
投
票
し
た

か
わ
か
ら
な
い
も
の
、
○
△
等
を
書
い

た
も
の
や
白
紙
の
ま
ま
の
投
票
は
無
効

投
票
で
す
．

第 第 第 第 第 第 第

十 十 十 十 十 十 十 投 一
み
ノ￥ 五 四 三 二 一 票

投 投 投 投 投 投 投 区 選

票 票 西
亦

薗
ホ

西
示

面
ホ 票 名

区 区 区 区 区 区 区 掴

大 高 小 大 赤 輕鱒
琶
刀

白 谷 沢島 ケ仙駆 鴫
倉 倉 脇 倉

小
白

●
岩
瀬

●
霧
谷

沢田●

田
一

礪
名の

匿
績
り

倉 ■ 斥
ま

僻舛舛僻等僻僻 の
後前 後前 後前 後前 後前 後前 後前

投
薗 象

阯乱蹴乱乱乱 五七 ホの 矢購
ま
か
で
ら

購
ま
か
で
ら

購
まかで
ら

購
ま
か
で
ら

購
まか
で
ら

購
まかで
ら

購
まかで
ら

時
間

畠
’
ゼ

二 二 二 二 二 二 一 燃
り

時 時 時 時 時 時 時 趾
げ

間 間 間 間 間 間 間
間し

｝

線
会
購
員
投
票
時
間
繰
り
上
げ
お
知
ら
せ

グラフでみた新年度予算

年度別決算額の比較
24

臨
■
繋）額額算算

20一一一一一一一一一一・一一

　　　（　　　　41年度は現

　　　　42年度は当

｝
16

12・・一一・一一』一一一一・r一…一

霧
鰯
霧
甥

翻
臨
．
、
％
・

　
　
■

　
　
｝

　
　
Q
り
　
　
　
　
　
　
　
　
4

33　34　35　36　37　38　39　40　41　42

千
万0一一
円

　　　　らヌ　　　　　　ヘペ　

癖1＼＼＼＼

＼　　＼、怨／＜　　1
＼　　　　＼＼　／
　＼、　　　地方交付貌　　　　　＼、　　　／

　＼、　　34．82　＼／
　　＼＼＼、　　／ン
　　　　ヤペヘ　　　　　ノ
　　　2・4ケ訴一一予備費

謹’鑛出・謡／＼
1，籍ヲ＼ミ織噸、劉

＼鰍箇藍

般
会
計
歳
入
・
歳
出
予
算
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カ　　たあみ週さ子し針射しき
月当・さや間れどた法器たる今変B

雛鱗蓑蓋鰭書婁詐8・
めッ　のがですい方方しとなBま接
不唇　鵠脅委セを婆蒙ま払莞8す種
まB　はまな接とず取でらには　　の
すc　なせり種がとり経・嫌・　方
がG　くんましな接入皮今わ潰　　法
’は　なのすたい種れ接まれよ家生　りでが後とのら種でてう　が
族後　　まお’は報たれののいが
に三　　しか痛一告歯ま管注まで

す付町こ合た害あ被用が　　な取のら保為
。のはとにそ賠る害に第国いり届なので交
　責そで＿の償第者つ三保よ返けい被’通　　　国
寛裟響藻票霧暑談営董2よ室遷蟻譲第保
　が用賠険取求にるは行ハ注で思に者をや　＿
　れの償者得権対被’為十意きつなは受そ二　だ
ゑ雛墾葛脅を農恭塁蔀莞ぞ響毬者よ
撹器庭暑ま韓竃禦騒ぞ隼き灘宴螺行り
　定いとかたをて加にお給。っですけは三をて濠2あ饗宕喜葱課　讐力濃薯蕩為
　ま給’の場つ損でて費由　ののそな国行　と

合しち　　Gす　　　　　る　心い生場結
は医に結をるド脚櫛学、ス世配わ後合核

雛論舞i促i沓讐茎鰭
簸毯設室1健i藩暴欝高
薄籍縁i疑懸繋嚢
出とこ感つち1　　　三産障だこ危がた
な診と染でや2　　　1院のさと険大近
騰駄塾l　i奮禦綴漣
ばた。い　　B』。櫛＿読退で　　らいのい

　力で出三　て　か　す償つ　療すにの　国

霧ξ雛委縫羅環曝罷響懸保
被い談るち方相者負者　権町でりべるど故の
保。にとど法手本担で　（は給扱て場でば讐嬉甥奮藷参霧　養交婁筋京鰭給
奮　手覆馨跨詳墾　牽薄を　嬬纂淫付
分　　の係とする支　方　　をつ’　な得費く
の　ででるが。払　が　代てそ　　とるを’
故　　’はか’　い　　’　位いの　　きわ相そ
意　　ごい届こ　　を　始　　行る分　　のけ手の

な場もう　　C　　　　　院い　はとでる の　協つけの　　し　め　使賠に　医で方他

仙上千　　　場保やでし　　　　れ染所り
田野手地所健り行些今保ば’長ま
地・地　　　は婦・うながま　　な発はせ
区鑑区区霧嶺倉2ど淫　　薯誘響を
　区　　　　内談相とと専　　　い止の’
　　　担謝難編務圭膿厨
　　　当にくどりらでのにめ管出
　　　　　置だはま各行変なに理を
関高和’　ま蕊護差農勢更ぞ鐘豪壽

そはれす開町る乙　　とたしすを　　　　　だてやい犯
こ角成が眼民目の新がちて。受世　　献さい負ち罪
で膜功特手の的不潟でにの楽け間　　　　るま傷ぢ行
生が率に術ごで幸県き医見しらにご眼よすはる為
前必も角も協あなでる学るいれは　　　　うか給し’
眼要高膜い力り人も志は権テな眼協におら付いま
球ない移ろとまを眼っ見利レいが　　　　願じを不た
の手の植いごす一球にえをビム不力　　いゆし行は
提術で術ろ理が人銀なる受もが自　　　　いうな跡闘
供ですがあ解’で行り治け見た由を　　たぶいに争
をあが一るがそもをま療らえくで　　　　　しんこよ　’
予り　’方と必れ少設しをれずさ光　　　　まごとつ泥

口橋田　　　す　。担。担て　　　いし庭た 約まそ法言要にな立た施な’んの　　　　す注にた酔
。勤当事当き　　　まなの保 しすれといではくし。すい人い恩　　　　。意な疾な
務の業制ま．　　すけ感健 て。にさます全すて　　こ人とま恵　　　　　くつ病ど

　藁　　r・仙　　川橘上千いり＊細＊
で　　な　　検田　辺　　野手地当申説推
きバり検診地　　地地地地区を込明進
まりま診上区　区区区区へし者し委
せウせのの　　　　　　　　回まがま員

…　　でてるす日　　　　　り町光てし人もいシ　度亡
申検一明自病。間四　　胃ま民のい込でよな一提でく
募穀房ゑ劣箏多当星　　ガ蒐穫懸亨穿まお駐奪堪脅勢
　　検毎体すは町＋きン　　のをがいいでばきてまた

嚇灘言亘百百重孝膣蒐讐醸天駕轟竃曼藪藩
　めもつ　　根木　　一・少き　会むの六一くてこ見車ら　　車
　ないさ　　岸落　　日　なは　議乙推ooっものにが二すが
　いけい　　　）・　　は　い’　にと進○○てら検よや十

理受そるのす’てもす時
解けの人で。近いら　。に
とら提がす成視たう（い
協れ供お。人’り目無た
力な者お現者遠雲は料だ
をいがぜ在で視が黒提く

人ま食　　　　三　　　旧　　と地 お。員円名くい診つつ八　　　　　望状少い手あ’か目供と
はせべ　　　　領　　　中　き区　い を　ぐだ’にてて日　　　　　ん態な待術れ乱かに）い
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新
大
の
木
戸
教
授
を

む
か
え
て

稲
作
増
収

技
術
講
習
会

　
●
と
　
き
　
四
月
十
八
日
午
後
一
時

　
●
と
乙
ろ
川
西
町
役
場

　
県
の
米
生
産
一
〇
〇
万
ト
ン
達
成
運

動
に
呼
応
し
て
、
標
記
の
よ
う
に
稲
作

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
先
生
は
ご
承
知
の
よ
う
に
、
新
潟
大

学
に
あ
っ
て
、
本
県
稲
作
を
リ
ー
ド
す

る
第
一
人
者
で
、
豊
富
な
話
題
と
技
術

解
説
に
は
定
評
が
あ
り
、
今
後
の
稲
作

の
方
向
に
つ
い
て
学
ぶ
絶
好
の
機
会
で

も
あ
り
ま
す
。
多
数
の
み
な
さ
ん
が
受

講
く
だ
さ
る
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す

　
　
な
お
、
午
前
中
は
こ
と
し
の
病
害

　
　
虫
防
除
指
針
を
中
心
に
、
農
家
組

　
　
合
長
、
防
除
班
長
さ
ん
な
ど
か
ら

　
　
参
集
い
た
だ
き
講
習
会
を
行
な
う

出
か
せ
ぎ
か
ら
帰
っ
た
ら

　
　
　
　
　
　
ち
ょ
っ
と
役
場

　
春
の
訪
れ
と
と
も
に
出
か
せ
ぎ
の
皆

さ
ん
も
そ
ろ
そ
ろ
お
帰
り
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　
役
場
の
出
か
せ
ぎ
相
談
所
で
は
、
出

か
せ
ぎ
者
台
帳
の
登
録
や
賃
金
未
払
い

問
題
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
お
出
で
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
一
失
業
保
険
受
給
資
格
の
あ
る

方
は
、
こ
と
し
か
ら
必
要
の
用
紙
を
用

・
意
し
て
お
り
証
明
書
な
ど
の
作
成
に
つ

　
　
　
　
　
　
へ

い
て
便
宜
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
出
か
せ
き
者
の
失
業
保
険
受
給
資

格
者
は
安
定
所
に
行
く
と
き
、
去
年
作

成
し
た
出
か
せ
き
就
労
台
帳
を
役
場
か

ら
受
け
と
っ
て
持
参
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
出
か
せ
ぎ
先
か
ら
帰
り
失
業
保
険
を

受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
ま
ず
出
か
せ

ぎ
相
談
所
（
役
場
社
会
係
）
で
必
ず
処

定
の
手
続
き
を
さ
れ
て
か
ら
職
業
安
定

召

ド
ラ
イ
ブ
シ
ー
ズ
ン
で
す

出
か
け
る
ま
え
に

必
ず
点
検
を

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
0
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
O
　
●
　
●
　
●
　
●

包

へ　＿

劉

00ヨQ

ン

！（◎⑨
Q
　
　
．

所
に
出
頭
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所

　
　
　
　
　
役
　
場
　
社
　
会
係

老
令
・
障
害
・
母
子
福
祉

年
金
を
受
け
て
い
る
方
へ

定
時
届
を
忘
れ
な
い
で

．
五
月
六
日
は
福
祉
年
金
の
支
払
い
日

で
す
。
郵
便
局
で
年
金
を
受
領
し
た
ら

国
民
年
金
証
書
と
印
か
ん
を
持
参
し
て

毎
年
行
な
っ
て
い
る
定
時
届
け
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
日
時
　
　
五
月
六
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
1
2
時
ま
で

　
場
所

　
上
野
地
区
　
　
農
業
セ
ン
タ
ー

　
橘
、
白
倉
地
区
　
橘
出
張
所

　
仙
田
地
区
　
　
仙
田
出
張
所

≡
…
＝
＝
≡
＝
＝
…
一
一
≡
≡
≡
…
＝
＝
≡
一
…

あ
あ
、
サ
ラ
リ
誓
マ
ン

　
四
月
は
悲
喜
乙
も
ご
も
の
月
、
東
北

の
あ
る
町
で
社
会
教
育
主
事
を
し
て
い

た
先
輩
が
、
三
月
い
っ
ぱ
い
で
退
職
し

た
。
学
究
は
だ
の
、
す
ぐ
れ
た
指
導
力

の
も
ち
ぬ
し
で
人
間
的
に
も
円
熟
し
た

人
で
あ
っ
た
。
そ
の
気
に
な
れ
ば
あ
と

二
年
は
勤
め
ら
れ
た
そ
う
だ
が
、
職
場

の
人
の
白
い
目
を
意
識
す
る
と
ム
リ
に

居
す
わ
る
気
に
も
な
れ
ず
、
乙
の
さ
い

後
進
に
道
を
ゆ
ず
る
乙
と
も
あ
っ
て
勇

退
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
ま
こ
と
に
さ
ぴ
し
い
話
で
あ
る
。
教

育
の
道
ひ
と
す
じ
に
生
き
て
い
つ
し
か

年
を
と
り
、
そ
の
あ
げ
く
が
、
こ
れ
ま

で
指
導
育
成
し
た
後
輩
た
ち
に
白
い
目

で
見
ら
れ
、
い
た
た
ま
れ
ず
に
職
場
を

去
っ
て
ゆ
く
と
い
う
の
で
あ
る
。
去
る

者
の
ヒ
ガ
ミ
で
は
な
く
て
真
実
だ
、
と

紅
難
日
以
離
購
金
証

書
と
印
か
ん
を
持
参
の
上
、
役
場
へ
お

い
で
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
（
社
会
係
）

　
持
ち
物
に
名
前
を

　
わ
か
り
き
っ
た
こ
と
で
す
が
、
お
っ

く
う
が
ら
ず
に
持
ち
物
に
は
名
前
を
。

と
く
に
学
童
に
は
ぜ
ひ
：
。

　
新
入
学
児
童
に

　
　
交
通
安
全
絵
本

　
十
日
町
地
区
交
通
安
全
対
策
協
議
会

同
運
転
者
協
会
は
こ
の
ほ
ど
中
魚
、
十

日
町
地
区
の
新
入
学
児
童
に
交
通
安
全

の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
、
ま
た
丸
通

　
（
日
本
通
運
株
式
会
社
）
で
は
こ
と
し

三
十
周
年
記
念
の
一
つ
と
し
て
三
千
万

円
を
投
資
し
て
交
通
安
全
の
絵
本
を
乙

一
涯
蓬
漢
華
≡
硫
薙
窪
醤
一

う
感
じ
た
の
か
と
思
う
と
悲
し
か
っ
た

ど
乙
か
の
村
の
気
の
強
い
ア
ネ
サ
が
、

や
さ
し
い
し
ゅ
う
と
さ
ん
を
追
い
出
す

よ
う
な
気
が
し
て
ゾ
ッ
と
し
た
っ
け
。

　
彼
が
三
十
年
の
歳
月
を
大
過
な
く
勤

め
た
の
は
、
人
と
し
て
ご
く
あ
た
り
ま

え
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
あ
た
り
ま
え
の
こ

と
を
な
し
と
げ
る
た
め

に
、
彼
は
人
生
の
大
半

を
教
育
の
仕
事
に
そ
そ

れ
ら
の
子
ど
も
た
ち
に
贈
っ
た
も
の
。

入
学
式
の
日
に
先
生
か
ら
「
道
路
を
歩

く
と
き
は
気
を
つ
け
て
歩
き
ま
し
ょ
う

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
危
険
の
な
い
よ

う
に
」
な
ど
、
交
通
安
全
の
話
と
い
っ

し
ょ
に
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

児
童
た
ち
に
大
変
よ
ろ
こ
ば
れ
て
い
る

こ
れ
か
ら
多
い

　
　
　
　
ハ
シ
カ
の
症
状

　
春
先
き
か
ら
初
夏
に
か
け
て
、
こ
ど

も
の
大
敵
ハ
シ
カ
が
流
行
し
や
す
い
と

い
わ
れ
ま
す
。
病
状
と
し
て
は

①
バ
ラ
色
や
コ
ゲ
茶
色
の
発
し
ん
が
で

き
る
の
が
特
色
で
、
十
日
か
ら
十
二
日

の
潜
伏
期
間
後
、
急
に
三
十
八
度
～
四

十
度
近
い
熱
が
で
る
。

②
頭
を
い
た
が
り
、
食
欲
が
な
く
な
り

ぐ
ず
り
だ
す
。

③
結
膜
炎
を
お
こ
し
て
目
が
充
血
し
、

目
や
に
が
で
る
。

④
の
ど
が
赤
く
は
れ
、
せ
き
、
く
し
や

み
、
は
な
じ
が
で
る
。

　
轟
不
血
不
山
不
乱
不
山
不
＊
★
T
＊
＊
↓
不
↓
不
＊
索
丁
＊
＊
＊
＊
↓
不
∴
不
＊
山
不
山
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桝
四
月
は
清
掃
の
月
辮

　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
雪
消
え
と
と
も
に
家
屋
内
外
の
大
掃

除
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
冬
期
間
た
ま
っ
た
「
ゴ
ミ
」
は
不
衛

生
に
処
理
さ
れ
、
ネ
ズ
ミ
の
住
家
に
な

っ
て
い
ま
す
．

　
大
そ
う
じ
の
プ
ラ
ン
と
し
て

①
家
の
修
理
箇
所
の
発
見
！
ー
屋
根
、

天
井
裏
、
床
下
、
外
ま
わ
り
の
壁
等
。

②
カ
・
ハ
エ
・
ゴ
キ
ブ
リ
な
ど
の
害
虫

駆
除
ー
；
前
も
っ
て
く
す
り
の
手
配
、

近
所
と
の
共
同
作
戦
な
ど
。

③
た
た
み
を
干
す
ー
タ
ン
ス
、
戸
だ

な
、
本
だ
な
な
ど
を
動
か
す
順
序
な
ど

p
き
め
て
か
か
る
。

＝
…
≡
≡
≡
…
≡
一
＝
≡
＝
≡
＝
…
≡
＝
一
＝
≡
≡
≡
≡
≡
≡
一
＝
＝
＝
…
≡
＝
≡
…
一
≡
＝
＝
＝
＝

み
ん
な
が
、
な
ぜ
も
っ
と
あ
た
た
か
い

ま
な
ざ
し
を
そ
そ
げ
な
か
っ
た
も
の
か

　
若
い
人
は
、
あ
る
い
は
言
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
あ
な
た
を
先
輩
と
し
て
尊

．
敬
し
、
感
謝
し
た
い
気
も
ち
は
十
分
も

　
っ
て
い
る
、
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
カ

サ
に
着
て
な
ん
だ
か
ん
だ
い
わ
れ
る
と

尊
敬
や
感
謝
の
念
よ
り
先
に
反
ぱ
つ
を

い
だ
。
そ
れ
が
生
活
の
た
め
で
あ
っ
た

と
は
い
え
、
ま
こ
と
に
り
っ
ぱ
で
あ
り

彼
な
り
に
尽
く
し
た
業
績
は
偉
大
で
あ

っ
た
は
ず
。
大
先
輩
と
し
て
尊
敬
し
、

だ
れ
も
が
感
謝
の
念
を
い
だ
く
の
が
当

然
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
邪
魔
者
扱
い

に
し
、
白
い
目
で
見
る
と
は
何
ご
と
で

あ
る
か
、
退
職
す
る
人
の
立
場
を
考
え

　
　
　
　
　
　
感
じ
て
し
ま
う
。
も
し

　
　
　
　
　
　
わ
れ
わ
れ
に
尊
敬
さ
れ

　
　
　
　
　
　
た
か
っ
た
ら
、
あ
な
た

　
　
　
　
　
　
が
ま
ず
そ
の
よ
う
に
ふ

る
ま
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
。
こ
れ
に

は
一
理
あ
る
が
、
か
と
い
っ
て
、
停
年

の
オ
キ
テ
に
従
っ
て
職
場
を
去
る
人
に

は
あ
ま
り
に
も
非
情
な
こ
と
ば
で
あ
る

　
退
職
し
た
あ
と
、
こ
れ
か
ら
の
余
生

を
ど
う
生
き
る
か
気
が
か
り
だ
っ
た
が

彼
は
、
退
職
金
の
一
部
で
わ
ず
か
の
耕

地
を
手
に
入
れ
て
百
姓
に
な
っ
た
。
い

ま
さ
ら
の
宮
づ
か
え
は
イ
ヤ
だ
か
ら
と

よ
く
よ
く
考
え
て
こ
の
道
を
選
ん
だ
と

い
う
。
奥
さ
ん
と
ふ
た
り
で
晴
耕
雨
読

自
分
で
食
べ
る
だ
け
の
米
は
自
分
で
作

る
の
だ
そ
う
だ
。
自
由
な
立
場
で
気
が

ね
も
い
ら
な
い
、
ま
あ
、
さ
さ
や
か
な

経
営
者
と
し
て
ノ
ン
ビ
リ
暮
ら
す
さ
、

と
い
う
顔
は
意
外
に
明
る
か
っ
た
。

　
あ
と
い
く
ば
く
も
な
く
、
乙
の
わ
た

く
し
に
も
や
が
て
そ
ん
な
日
が
く
る
こ

と
を
考
え
る
と
人
ご
と
に
は
思
え
な
い

そ
の
と
き
に
な
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
未

練
が
ま
レ
く
居
す
わ
り
、
後
輩
や
地
域

の
失
笑
も
知
ら
ず
に
勤
め
る
こ
と
は
不

幸
で
あ
る
。
今
か
ら
そ
の
日
を
予
測
し

し
っ
か
り
と
生
活
の
メ
ド
を
つ
け
て
お

き
た
い
。
惜
し
ま
れ
て
散
る
さ
く
ら
の

よ
う
に
、
笑
っ
て
職
場
を
去
れ
る
人
間

に
な
り
た
い
と
つ
く
づ
く
思
う
。
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
宿
命
で
あ
ろ
う
か
。
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検
察
審
査
会
制
度

と
は
・
・
…
…
②

1
民
間
人
が
不
起
訴
処
分
を

　
　
　
審
査
す
る
1

　
検
察
審
査
会
は
、
衆
議
院
議
員
の
選

挙
権
を
も
つ
人
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば

れ
た
十
一
人
の
検
察
審
査
会
か
ら
な
り
、

た
っ
て
い
ま
す
。
検
察
審
査
会
は
、
犯

罪
の
被
害
者
な
ど
か
ら
検
察
官
の
し
た

不
起
訴
処
分
に
な
っ
と
く
で
き
な
い
と

し
て
審
査
の
申
し
立
て
を
う
け
た
と
き

，
や
、
み
ず
か
ら
得
た
資
料
に
よ
っ
て
不

起
訴
処
分
に
不
審
を
い
だ
い
た
と
き
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

は
、
そ
の
事
件
を
と
り
あ
げ
て
審
査
し

ま
す
。
審
査
は
、
検
察
官
か
ら
事
件
の

記
録
を
取
り
寄
せ
て
調
べ
た
り
、
証
人

を
尋
問
し
た
り
、
犯
罪
の
現
場
を
見
分

し
た
り
し
て
行
な
い
、
事
件
を
不
起
訴

処
分
に
し
た
こ
と
が
相
当
で
あ
る
か
ど

う
か
を
審
査
し
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
検
察
官
が
不
起
訴
処

分
に
し
た
こ
と
は
相
当
で
な
い
と
い
う

結
論
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
の
議

決
を
し
て
検
察
庁
に
申
し
送
り
再
考
を

促
し
ま
す
。
検
察
庁
は
こ
れ
を
参
考
に

し
て
、
事
件
を
起
訴
す
べ
き
だ
と
考
え

た
と
き
は
、
改
め
て
起
訴
の
手
続
き
を

と
り
ま
す
。

ー
泣
き
寝
い
り
せ
ず
に

　
　
　
た
の
も
う
審
査
会
i

　
ひ
検
察
審
査
会
は
、
A
さ
ん
の
申
し
立

で
に
よ
り
審
査
を
開
始
し
、
検
察
庁
か

ら
事
件
の
記
録
を
取
り
寄
せ
て
調
べ
て

み
ま
す
と
、
検
察
宮
が
B
を
不
起
訴
に

し
た
理
由
は

ω
B
は
反
対
か
ら
来
る
車
と
す
れ
ち

が
お
う
と
し
て
自
分
の
車
を
道
路
の
は

し
に
寄
せ
た
と
き
A
さ
ん
を
は
ね
た
も

の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
相
手
の
車
に
気

を
と
ら
れ
す
ぎ
前
方
全
般
へ
の
注
意
が

足
り
な
か
っ
た
せ
い
で
は
あ
る
が
、
い

　
っ
ぽ
う
A
さ
ん
に
も
車
の
通
行
が
ひ
ん

ぱ
ん
で
し
か
も
余
り
道
幅
が
広
く
な
い

道
路
を
中
央
寄
り
に
歩
い
て
い
た
と
い

．
う
不
注
意
が
あ
る
。

③
　
A
さ
ん
と
B
と
の
間
に
は
近
く
示

談
が
成
立
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
B
は

こ
れ
ま
で
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
こ
と

が
な
い
。
と
い
う
こ
と
で
あ
え
て
B
を

処
罰
す
る
必
要
が
な
い
と
判
断
し
た
た

め
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
検
察
審
査
会
は
会
議
を
開

き
、
A
さ
ん
か
ら
申
し
立
て
の
理
由
な

ど
を
ま
た
B
と
当
時
現
場
に
居
合
わ
せ

た
C
さ
ん
か
ら
事
故
の
模
様
を
き
き
、

そ
の
現
場
を
見
分
し
た
結
果

ω
　
検
察
官
は
、
A
さ
ん
が
道
路
の
中

央
寄
り
を
歩
い
て
い
た
と
い
う
の
は
、

B
の
い
い
分
だ
け
を
信
用
し
た
た
め
で

事
実
を
じ
ゆ
う
ぶ
ん
調
べ
な
か
っ
た
ふ

し
が
あ
る
。
と
く
に
A
さ
ん
の
い
う
と

こ
ろ
に
よ
る
と
、
当
時
現
場
に
C
さ
ん

が
居
合
わ
せ
た
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
こ

の
C
さ
ん
を
調
べ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

　
検
察
審
査
会
で
C
さ
ん
か
ら
事
情
を

き
い
た
と
乙
ろ
に
よ
れ
ば
、
A
さ
ん
が

道
路
の
中
央
寄
り
を
歩
い
て
い
た
と
は

認
め
ら
れ
な
い
。

③
　
示
談
は
B
の
不
誠
意
に
よ
り
実
際

に
は
成
立
し
な
か
っ
た
。
と
い
う
乙
と

が
わ
か
り
、
な
お
、
乙
の
事
件
よ
り
も

っ
と
も
軽
い
事
件
を
犯
し
た
者
で
も
処

罰
さ
れ
て
い
る
の
に
比
べ
て
不
公
平
で

あ
る
と
し
て
、
事
件
を
起
訴
す
べ
き
で

あ
る
と
い
う
議
決
を
し
ま
し
た
。

　
検
察
庁
で
は
検
察
審
査
会
の
議
決
を

い
れ
B
を
起
訴
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果

裁
判
所
は
B
を
有
罪
と
認
め
、
禁
銅
六

カ
月
の
刑
を
言
い
渡
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
検
察
官
が
検
察
審
査

会
の
議
決
を
い
れ
て
改
め
て
起
訴
の
手

続
き
を
と
り
、
裁
判
が
な
さ
れ
た
も
の

は
、
こ
の
制
度
が
で
き
て
か
ら
昭
和
四

十
年
ま
で
の
約
十
七
年
間
に
約
三
四
〇

件
あ
り
ま
す
。

　
事
件
を
審
査
し
て
も
ら
う
の
に
特
別

の
費
用
は
い
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
の

ま
わ
り
に
、
検
察
官
の
不
起
訴
処
分
に

は
な
っ
と
く
で
き
な
い
と
い
う
人
が
お

り
ま
し
た
ら
、
泣
き
寝
い
り
す
る
こ
と

な
く
、
検
察
審
査
会
に
申
し
立
て
審
査

を
う
け
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
町
民
ス
キ
ー
大
会

町の声
　
三
月
二
十
六
日
に
角
万
寺

で
町
民
ス
キ
ー
大
会
が
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
催
し
に
は
気
の

り
の
し
な
か
っ
た
私
で
し
た

が
、
知
人
に
さ
そ
わ
れ
る
ま
ま
見
に
行

き
ま
し
た
。

　
雲
一
，
つ
な
い
晴
天
に
め
ぐ
ま
れ
、
一

五
〇
人
ぐ
ら
い
の
参
加
者
が
一
’
日
を
た

の
し
く
す
ご
し
て
ゆ
く
冬
を
惜
し
み
ま

し
た
。
若
い
人
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も

や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
級
の
人
た
ち
が
じ
ょ

う
ず
に
す
べ
る
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

ス
キ
ー
を
も
た
な
い
私
は
、
ダ
ル
マ
作

り
や
ア
ペ
ッ
ク
競
走
に
参
加
し
て
、
思

い
も
か
け
ず
た
く
さ
ん
の
賞
品
を
も
ら

い
ま
し
た
。
こ
ん
な
催
し
が
毎
年
あ
っ

た
の
に
、
今
ま
で
な
ぜ
参
加
し
な
か
っ

た
か
と
く
や
ま
れ
た
乙
と
で
す
。
そ
れ

に
し
て
も
、
ス
キ
ー
を
も
た
な
い
私
た

ち
が
、
長
ぐ
つ
の
ま
ま
気
が
る
に
は
け

る
よ
う
な
貸
ス
キ
ー
が
あ
っ
た
ら
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。
何
と
か
な
ら
な
い
も

の
で
し
ょ
う
か
。

　
ヒ
ル
休
み
に
は
、
公
民
舘
の
保
坂
主

事
さ
ん
の
名
解
説
で
一
級
の
資
格
を
も

っ
た
人
た
ち
が
モ
ハ
ン
演
技
を
公
開
し

て
く
だ
さ
り
、
そ
の
す
ば
ら
し
い
技
術

に
目
を
見
は
り
ま
し
た
。

　
雪
と
は
切
っ
て
も
切
り
は
な
せ
な
い

関
係
に
あ
る
私
た
ち
、
と
か
く
し
め
り

が
ち
な
冬
も
み
ん
な
か
ス
キ
ー
を
と
り

い
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
た
の
し
く
す
ご

せ
る
は
ず
で
す
。

　
町
や
公
民
舘
や
、
ス
キ
i
協
会
の
人

た
ち
の
今
後
の
お
ほ
ね
お
り
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
　
（
東
善
寺
　
平
野
イ
セ
）

〈
四
月
の
お
天
気
〉

　
霜
が
お
り
て
草
木
や
農
作
物
に
被
害

を
与
え
る
こ
と
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、

南
風
が
吹
き
ま
く
っ
て
、
日
本
海
側
に

フ
ェ
ー
ン
現
象
が
お
こ
っ
て
、
異
常
高

あ
る
田
植
え
の
話

　
　
　
　
千
手
診
療
所

　
　
　
　
　
　
川
崎
信
夫

　
乙
の
拙
文
が
み
な
さ
ま
の
お
目
に
と

ま
る
乙
ろ
に
は
、
来
る
べ
き
田
植
え
を

控
え
て
、
農
家
の
方
が
た
は
お
忙
し
い

毎
臼
を
送
ら
れ
て
い
る
乙
と
と
思
い
ま

す
。
さ
て
、
二
、
三
年
前
の
話
に
な
り
ま

す
が
私
た
ち
兄
弟
五
人
が
集
ま
っ
た
と

き
の
こ
と
、
た
ま
た
ま
話
題
が
〃
田
植

え
〃
の
乙
と
で
、
戦
中
派
の
兄
二
人
が

田
植
え
の
手
伝
い
を
し
た
こ
と
が
あ
る

の
を
自
慢
す
る
と
、
整
形
外
科
を
や
っ

て
い
る
弟
が
「
し
か
し
、
こ
の
中
で
コ

マ
ビ
タ
ヒ
に
田
植
え
を
や
っ
た
こ
と
の

あ
る
の
は
オ
レ
だ
け
だ
」
と
放
言
し
た

乙
の
〃
田
植
え
〃
と
は
女
性
の
そ
の
も

っ
と
も
女
性
自
身
で
あ
る
こ
と
を
象
徴

す
る
部
分
に
毛
を
植
え
る
（
植
毛
術
）

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

’
貴
重
な
紙
面
を
か
か
る
話
で
汚
す
の

は
も
ち
ろ
ん
私
の
真
意
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
狙
い
は
次
に
述
べ
る
こ
と
に
あ
る

の
で
す
。
　
「
無
毛
症
」
の
よ
う
に
、
本

人
が
死
に
た
く
な
る
ほ
ど
、
，
日
夜
悩
み

続
け
る
自
覚
症
状
が
あ
っ
て
も
こ
れ
は

生
命
を
維
持
し
、
ま
た
女
性
の
使
命
を

果
す
の
に
は
な
ん
の
支
障
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
少
し
の
自
覚
症
状
も
な
い
ま
ま

に
病
勢
が
進
行
し
て
、
長
い
間
放
置
し

と
く
と
突
然
に
f
晴
天
の
へ
き
れ
き

の
よ
う
に
死
ま
た
は
不
治
の
状
態
に
直

面
す
る
恐
ろ
し
い
病
気
が
相
当
に
存
在

す
る
と
い
う
事
実
を
申
し
上
げ
た
い
の

で
す
。

　
こ
の
良
い
例
と
し
て
成
人
病
の
ト
ッ

プ
バ
ッ
タ
ー
の
一
つ
で
あ
り
、
有
為
の

人
材
を
失
な
わ
せ
一
家
の
大
黒
柱
を
突

然
に
（
外
見
上
）
う
ば
い
さ
っ
て
し
ま

う
「
脳
卒
中
」
が
あ
り
、
し
か
も
乙
の

病
気
は
農
村
に
は
非
常
に
多
い
の
で
す

近
ご
ろ
の
文
献
に
は
三
十
歳
代
の
脳
卒

中
が
増
え
つ
つ
あ
る
と
い
う
恐
ろ
し
い

上
に
い
や
な
事
実
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
私
た
ち
の
町
に
も
最
近
み
ら

れ
る
悲
劇
な
の
で
す
。

　
こ
の
悲
劇
を
食
い
止
め
る
た
め
に
私

は
も
う
一
度
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
高
血
圧
症
」
に
は
た
と
え
ば
蒲
み
」

　
「
苦
し
み
」
等
の
不
快
な
自
覚
症
状
が

た
い
へ
ん
に
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
皆
無

に
ひ
と
し
く
、
こ
れ
が
治
療
し
な
い
で

放
置
さ
れ
、
一
見
、
突
然
に
見
え
る
不

幸
を
ま
ね
く
一
番
大
き
な
原
因
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
毎
日
お
忙
し

い
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、
わ
が
身
と
．

愛
す
る
家
庭
を
守
る
た
め
に
、
血
圧
測

，
定
の
チ
ヤ
ン
ス
を
逃
が
さ
ず
に
利
用
し

て
、
万
一
不
幸
に
も
「
高
血
圧
症
の
疑

い
」
あ
り
と
い
わ
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
近

所
の
医
療
機
関
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い

温
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
日
々
の
温
度
変
化
が
一
年
中
で
い
ち

ば
ん
激
し
く
、
南
北
の
温
度
変
差
の
大

き
い
の
も
四
月
で
す
。

▽
庁
内
人
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
月
一
日
付
）

▽
退
職

　
馬
場
ヒ
デ
子
　
　
　
（
幼
　
稚
　
園
）

▽
新
採
用

白
井
　
マ
サ

清
水
道
子

吉
楽
あ
け
み

星
名
け
い
子

　
丸
山
寛
治

　
太
田
『
昭
子

小
川
則
子

水
落
徳
幸

▽
異
動
山
口
芳
蔵

斉
藤
恵
美
子

桑
原
セ
キ

　
　
　
◇

千
手
保
育
園
保
母

千
手
保
育
園
保
母

土財産産総総

木政業業務務

課課課課課課

◇収幼財

　入1～　役稚政
◇室園課

炉

奪
俳
項
鋭

　
　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
伊
友
黒
島
　
し
げ

栂
を
切
る
夫
と
さ
え
ず
り
の
中
に
居
て

　
　
　
　
　
小
白
倉
田
中
　
翠
畝

し
づ
か
な
る
風
渡
り
ゆ
く
若
葉
か
な

　
　
　
　
　
山
野
田
小
川
　
越
人

味
噌
玉
の
如
く
里
の
子
雪
焼
け
て

　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
　
武
栄

春
木
伐
る
こ
だ
ま
山
鳥
と
ぴ
立
ち
て

　
　
　
　
　
大
倉
中
条
　
鉄
女

ブ
ナ
の
木
の
若
葉
の
中
に
残
る
雪

　
　
　
　
　
仁
田
戸
田
、
．
貞
子

う
ず
高
き
残
雪
に
這
う
土
ぼ
こ
り

　
　
　
和
歌
山
に
て
　
金
子
　
　
洋
石

猫
柳
日
々
太
り
ゆ
く
水
の
影




